
原
産
地
の
気
候
に
応
じ
た
高
温
性
作
物
の

た
め
、
生
育
適
温
は
３０
℃
前
後
と
高
く
、
ま

た
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
を
好
み
、
弱
い
日

照
下
で
は
生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
。
乾
燥
に

弱
い
の
で
、
土
壌
水
分
が
多
く
耕
土
の
深
い

沖
積

ち
ゅ
う
せ
き

土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
ナ

ス
科
の
連
作
に
弱
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
青
枯

病
、
半
身
萎
凋

い
ち
ょ
う

病
な
ど
の
連
作
障
害
が
発
生

し
、
収
穫
が
か
な
り
減
少
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
在

は
ア
カ
ナ
ス
な
ど
の
耐
病
性
ナ
ス
を
台
木
に

し
た
、
接
ぎ
木
苗
で
の
栽
培
が
主
流
に
な
っ

て
い
ま
す
。

栄
養
学
的
に
見
る
と
、
ナ
ス
は
水
分
９４
％
、

糖
質
3
％
、
食
物
繊
維
１
％
を
含
み
ま
す
が
、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
唯
一
、
特
徴
的
と
い
え
る
の
は
、「
茄

子
紺
」
と
呼
ば
れ
る
果
実
の
色
素
で
し
ょ
う
。

皮
の
色
素
は
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
一
種
で
、

紫
色
の
ナ
ス
ニ
ン
と
青
褐
色
の
ヒ
ア
シ
ン
で

す
。
い
ず
れ
も
配
糖
体
色
素
で
す
が
、
鉄
塩

あ
る
い
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
塩（
ミ
ョ
ウ
バ
ン
）

を
、
塩
漬
け
中
の
ナ
ス
に
0
・
3
％
く
ら
い

加
え
れ
ば
、
鉄
イ
オ
ン
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ

オ
ン
と
反
応
し
、
美
し
い
青
紫
色
と
な
っ
て

安
定
し
ま
す
。
よ
く
、
漬
け
床
に
鉄
く
ぎ
や

焼
き
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
入
れ
る
の
は
、
こ
の
た

め
で
す
。

ナ
ス
の
品
種
数
は
多
く
、
形
や
用
途
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
ナ
ス
に
は
地
方
品
種

が
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ

よ
く
食
べ
た
懐
か
し
い
味
を
、
自
分
で
復
活

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
主
な
も
の
を
挙

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
中
長
ナ
ス

中
長
ナ
ス
で
は
、
日
本
の
代
表
品
種
で
あ

る

’千
両
二
号
‘
が
、
作
り
や
す
く
味
も
よ

い
の
で
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
果
実
の
ヘ

タ
や
茎
葉
に
ト
ゲ
の
な
い

’と
げ
な
し
千
両

二
号
‘
も
、
作
業
が
し
や
す
く
、
お
も
し
ろ

い
品
種
で
す
。
や
や
大
型
の

’小
五
郎
‘
は
、

作
り
や
す
く
収
量
も
多
い
の
で
、
家
庭
菜
園

に
向
い
て
い
ま
す
。
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ナ
ス
の
原
産
地
は
、
イ
ン
ド
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
植
物
学
的
に
は
ナ
ス
科
の
１
年

草
（
熱
帯
で
は
多
年
草
）
と
な
り
、
英
名
は

e
g
g
p
la
n
t

（
卵
の
な
る
木
）
と
い
い
ま
す
。

ナ
ス
は
、
千
成
ナ
ス
、
長
ナ
ス
、
ヘ
ビ
ナ
ス
、

丸
ナ
ス
、
タ
マ
ゴ
ナ
ス
（
シ
ロ
ナ
ス
）、
ア

メ
リ
カ
大
ナ
ス
、
青
ナ
ス
の
7
種
類
に
分
類

さ
れ
ま
す
が
、
日
本
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
い

る
の
は
千
成
ナ
ス
と
長
ナ
ス
で
、
丸
ナ
ス
と

ア
メ
リ
カ
大
ナ
ス
も
、
少
し
で
は
あ
り
ま
す

が
栽
培
が
見
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
英
名
で
あ
るe

g
g
p
la
n
t

の

由
来
で
す
が
、
こ
れ
は
タ
マ
ゴ
ナ
ス
の
形
態

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
私
も
タ
マ
ゴ
ナ
ス
を
3
年
ほ
ど
試

験
栽
培
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
果
実
が

着
生
し
て
い
る
様
子
は
、
ま
さ
し
く
殻
を
む

い
た
「
ゆ
で
卵
」
が
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
し
た
。

日
本
へ
の
渡
来
は
か
な
り
古
く
、
正
倉
院

文
書
（
7
5
0
年
）
に
は
最
初
の
記
載
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
業
全
書
（
1
6
9
0

年
）
に
は
紫
、
白
、
青
の
３
種
が
あ
る
こ
と
、

本
草
図
譜
（
1
8
3
0
年
）
に
は
丸
、
長
、

巾
着
な
ど
の
形
を
し
た
品
種
が
あ
る
こ
と
に

加
え
、
栽
培
方
法
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

現
在
は
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
温

多
湿
な
低
緯
度
地
帯
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は
重
要

な
野
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

その● ナス ―地方品種の宝庫―2

藤田
ふじ た

智
さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

「秋ナスは嫁に食わすな」「ナスの花と親の意見は千

に１つの徒
あだ

はなし」などのことわざに見られるように、

ナスは古くから日本人になじみ深い野菜です。奈良時代

の文書にも記載され、長い年月に数々の地方品種が誕生

しています。

用途が広いのでさまざまな料理にして味わうのもよし、

漬物用などに特化した品種を選ぶのもよし、昔懐かしい

地方品種を復活させるのもよし。好みの品種をプランタ

ーで作って、いろんな楽しみを見つけてください。

皮にアントシアニンを含み、いろいろな料理に使えるナス。

主
な
品
種

ナ
ス
の
原
産
地
と
伝
播

ナ
ス
の
特
徴



ナ
ス
は
株
の
高
さ
が
１
ｍ
ほ
ど
に
な
り
、

ま
た
5
〜
１０
月
ご
ろ
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ

て
栽
培
す
る
品
目
な
の
で
、
コ
ン
テ
ナ
は
２５

以
上
の
大
型
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
。
ほ

か
に
、
コ
ン
テ
ナ
の
底
に
敷
く
軽
石
、
市
販

の
培
養
土
、
長
さ
７０
㎝
程
度
の
仮
支
柱
１
本
、

長
さ
１
ｍ
程
度
の
支
柱
竹
１
本
、
誘
引
用
の

ひ
も
、
鉢
底
ネ
ッ
ト
、
移
植
ゴ
テ
、
ハ
サ
ミ

な
ど
を
準
備
し
ま
す
。

植
え
付
け
は
、
5
月
上
中
旬
に
行
い
ま
す
。

ナ
ス
の
植
え
付
け
適
期
苗
は
、
１
番
花
が
開

花
す
る
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。
た
だ
し
、

市
販
苗
は
一
般
に
小
さ
め
の
7
・
5
〜
9
㎝

ポ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
購
入
し
て

●
長
ナ
ス

長
ナ
ス
で
は
、
極
早
生

ご
く

わ
　
せ

で
収
穫
量
の
多
い

’筑
陽
‘
’黒
陽
‘
が
代
表
的
品
種
で
す
。
ま

た
、
’長
者
‘
は
作
り
や
す
さ
と
品
質
の
よ
さ

で
お
す
す
め
で
す
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の

’長

岡
長
‘
は
、
品
質
が
よ
く
信
頼
の
厚
い
品
種

で
す
。
大
長
ナ
ス
で
は

’庄
屋
大
長
‘
が
、

果
肉
が
や
わ
ら
か
く
、
焼
き
ナ
ス
に
す
る
と

最
高
に
う
ま
い
の
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

●
丸
ナ
ス

丸
ナ
ス
で
は，

皮
と
肉
質
が
や
わ
ら
か
い

’早
生
大
丸
‘、
漬
物
用
で
果
肉
が
や
わ
ら
か

42 2008．2．はなとやさい

栽
培
方
法

く
甘
み
の
多
い

’紫
水
‘
が
、
作
り
や
す
く

て
お
す
す
め
で
す
。

●
米
ナ
ス
’く
ろ
わ
し
‘
が
、
日
本
で
最
も
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
品
種
と
し
て
人
気
で
す
。
輪
切
り

に
し
て
油
で
炒
め
た
み
そ
田
楽
は
最
高
で
す
。

●
地
方
品
種

代
表
的
な
地
方
品
種
に
、
「
賀
茂
ナ
ス
」

「
水
ナ
ス
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
観
賞
用
ナ
ス

シ
ロ
ナ
ス
、
タ
マ
ゴ
ナ
ス
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

第1図 よい苗の選び方

第2図 植え付け

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1
苗
の
植
え
付
け

2

直径30㎝

深さ
30㎝

コラム タネから育てる場合
タネまきは、植え付け時期の2カ月ほ
ど前を目標に行います。5月植え付けで
は、2月下旬の寒冷期にタネまきするこ
とになりますので、保温が大変です。家
庭菜園では、4月にまいて6月に植え付
けるのが無難です。
12㎝ポリポットに4～5粒タネまきし、

発芽したら3本に、本葉2～3枚で2本に、
本葉4～5枚で１本に間引いて育てます。
ポットで2カ月間育苗するので、週に1
回500倍の液肥を水やり代わりに施し、
肥切れに注意します。１番花が開花する
ころに植え付けます。

か
ら
１２
㎝
ポ
ッ
ト
に
移
し
、
１
番
花
が
咲
く

ま
で
育
苗
す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
（
第

1
図
・
第
2
図
）。

おすすめナスあれこれ

‘とげなし千両二号’
果実のヘタや茎葉などにトゲ
がなく、収穫作業や料理の際
も扱いやすい。

‘筑陽’
食味がよく、肉質は緻密

ち みつ

でき
め細やか。煮物のほか漬物用
にも最適。

‘早生大丸’
皮がやわらかで肉質がよく美
しい丸ナスで、煮ナス、バタ
ー焼きなどに向く。

中長ナス 長ナス 丸ナス

‘くろわし’
早生で着果数が多く、揚げて
も煮てもおいしく食べられる。
果重250～350gにもなるジャ
ンボ種。

「賀茂ナス」
黒紫色の大型丸ナス。焼きナ
ス、田楽などに利用される伝
統の京野菜。

※「観賞用ナス」の取り扱いは通信販売ではございません。悪しからずご了承ください。

‘甲子園’
球形の果実で、熟すと白から
橙色に変化する。

米ナス 地方品種 観賞用ナス（食用ではありません）

１番花が開花
している。

病害虫がない。

葉の色が濃
く、厚い。

茎が太い。

双葉がつい
ている。

ポットから少
し白い根が出
ている。

節間がつまり、
ガッチリして
いる。

根鉢がしっか
りできている。

※接ぎ木苗は高価だが、
病害などに強く育てや
すいのでおすすめ。

q直径30㎝、深さ30㎝の
コンテナを準備。

e培養土を入れる。

鉢底ネットを敷く。

w底が見えなく
なるくらいに
軽石を敷く。

植え付け後、
たっぷりと水
やりする。

8の字に誘引する。

r苗を植え付ける。
仮支柱を立て、
ひもで結ぶ。

ウォータース
ペースを2㎝
くらいとる。

r

15㎝



コラム 一富士、二鷹、三ナスビ
これは、江戸時代ごろから東海地方でいわれていた

ことわざです。駿河の国、今の静岡県で高いものを順
番に並べてあり、富士が富士山（日本一）、 鷹が愛鷹
山、ナスビが初物のナスの値段だということです（諸
説あります）。
すなわち、当時すでに、静岡の温暖な気候をうまく
利用して、「ナスの促成栽培」が行われていたことを
示すといっても過言ではないでしょう。今から300～
400年ほど前には、初物ナスをお殿様に献上していた
ようで、いつの時代も旬を無視して食べたいお方はい
らしたのです。
どうやらこれが、現在の周年栽培の起こりのようで

す。もちろん、当時はまさに「執念栽培」であったこ
とが思いやられます。

植
え
付
け
後
、
ナ
ス
の
生
長
と
と
も
に
枝

が
込
ん
で
き
ま
す
の
で
、
わ
き
芽
を
摘
ん
で

整
枝
し
ま
す
。
時
期
は
、
１
番
果
の
肥
大
し

始
め
の
こ
ろ
が
目
安
で
す
（
第
3
図
・
第
4

図
）。

低
温
条
件
だ
と
１
番
果
の
受
精
が
不
完
全

と
な
り
、
石
ナ
ス
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

着
果
を
促
す
た
め
、
ホ
ル
モ
ン
処
理
を
行
う

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

畑
で
の
栽
培
と
異
な
り
、
コ
ン
テ
ナ
栽
培

で
は
水
や
り
と
同
時
に
、
土
の
肥
料
分
が
外

へ
流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

定
期
的
な
追
肥
が
栽
培
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
（
第
5
図
）。

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
、
ハ
モ

グ
リ
バ
エ
に
は
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
、
ハ
ダ
ニ

に
は
粘
着
く
ん
液
剤
を
散
布
し
、
防
除
し
ま

す
。
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
は
見
つ
け
た
ら

捕
殺
し
ま
す
。
ま
た
、
う
ど
ん
こ
病
に
は
カ

リ
グ
リ
ー
ン
を
散
布
し
ま
す
。

開
花
後
２０
〜
２５
日
の
未
熟
果
を
収
穫
し
ま

す
。
熟
す
と
タ
ネ
が
か
た
く
な
り
、
肉
質
も

低
下
し
て
ボ
ケ
ナ
ス
と
な
る
た
め
、
中
長
品

種
で
１０
㎝
く
ら
い
か
ら
収
穫
し
て
か
ま
い
ま

せ
ん
。
収
穫
後
は
果
実
の
蒸
散
に
よ
る
萎し

お

れ

が
早
い
の
で
、
新
鮮
な
う
ち
に
食
べ
て
し
ま

い
ま
し
ょ
う
（
第
6
図
）。
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秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK趣
味の園芸・わが家の片隅でおいし
い野菜を作る」（NHK出版）など
多数。

藤田 智
（ふじた さとし）

病
害
虫
の
防
除

6

収
穫

7

第5図 追 肥

第6図 収 穫

整
枝（
仕
立
て
方
）・
誘
引

3

ホ
ル
モ
ン
処
理

4
追
肥

5

第3図 仕立て方（3本仕立て）第4図 本支柱立て

１番花が咲いたら、主枝と、
１番花より下から出てきた
勢いの強い2本の側枝を残
し、それ以外のわき芽をす
べてかき取って3本仕立て
にする。

主枝

かき取る。

わき芽が伸びて
枝になる。

本支柱
（長さ1ｍ程度）

8の字にしっかり
誘引する。

2週間に1回、
化成肥料
土１r当たり１ｇ

あるいは

週１回
500倍の液肥
（水やり代わり）

トゲが出ているので、
軍手をはめるなどし
て作業する。

ハサミでていねいに
切り取る。

開花後20～25日で収穫。
遅くなると味が落ちる。
株の勢いが衰えてしま
った時は、小さくとも
早めに収穫する。


